
邦

舞

の
古

典

性
-

比
較
舞
踊
学
の
試
み
-

上

林

澄

雄

こ
こ
で

「
邦
舞
」
と
呼

ぶ
も

の
は
、
十
七
世
紀
後
半

か
ら
十
九
世
紀
末

ま
で
の
歌
舞
伎
劇
場

に

お
け

る
舞
踊
、

お
よ
び
そ

の
歌
舞
伎

舞

踊
か
ら
発

展
し
た
現
在
ま
で
の
専
門
家

を
中
心

と
す

る
舞

踊

の
総
体

と
規

定

し
て
お
き

た
い
。
ー

し
た
が

っ
て
、
(1)
歌
舞
伎
舞
踊
以
外

の
専
門
家

に
ょ
る

舞

踊

(
す
な

わ
ち
舞
楽

・
能

・
い
わ
ゆ
る
洋
舞

)
は
含
ま
れ
ず
、

(2)
ま
た
専
門
家

に
よ
ら
な

い
民

間
芸
能

の
中

の
民
俗
舞
踊
も
除

か
れ
る
。

し
か
し
、
(3)
今

で
は

「
座
敷
舞
」
が
主
体

と
な

っ
た
上

方

舞
は
、

(
そ
の
起
源

ま
た
は
形
成
期

に
お
い
て
)
歌
舞
伎
劇
場

の
舞
踊

だ

っ
た
故
に
、
邦
舞

の

中

に
含

ま
れ
る
こ
と
に
な

る
。

こ

の
よ
う
な
邦
舞

は

「
古
典
舞
踊
」

と
も
呼
ば
れ

る
が
、
こ

の
呼
称

は
正
鵠

を
得

て
い
る
か
?

I
 

邦

舞

様

式

の
特

性

特
定

の
舞
踊
様
式

の
特
徴

を
明

ら
か
に
す

る
に
は
、
他

の
舞
踊
厳
式
と

の
比
較
対

照
が
要

る
。

邦
舞

の
特
性

を
知

る
に
は
、
邦
舞
以
外

の
舞
踊

と
の
比
較

1

す
な
わ
ち
比
較
舞
踊
学

の
方
法

ー

ー
が

不
可
欠
と
な
る
所
以

で
あ
る
。

で
は
、
舞

踊
比
較
法

の
中
心
と
な
る
べ
き
も

の
は
何

か

(
い
っ
た
い
舞

踊
の
何

と
何
と
を
比

べ

る
も

の
な

の
か
)
?

あ
ら
ゆ
る
文

化
形
態
と
同
様

に
、
舞
踊

も
(1)

形
式
と
(2)
内
容
の
二
面
を
も

つ
。
だ
が

舞
踊

の
内

容

は
形
式
を
通

じ
て
伝
達

さ
れ
、
形
式
な
し
に
内
容
が
形
成

さ
れ
る
こ
と
は
な

い
故

に
、
舞
踊
比

較

の
客
観
的
な
対
象
は
形

式
が
中
心
と
な
る
だ
ろ
う
。

舞

踊
の
形
式
は
、
(1)
主
と
し

て
作
品

の
全
体
が
展
開

さ
れ
る
時
間
的
統

一
を
規
制
す
る

構
成
形

式

と
、
(2)

お
も
に

一
作
品

の
各
部
分

の
変
化
を
決
定

す
る
表
現
形
式

と
に
大
別

で
き

よ
う
。
ー

と
こ
ろ
が
、
舞
踊
を
含
む
公
演
芸
術
類

の
時
間
的
構
成
法

は

(
演
劇

・
音
楽

・
舞

踊
の
間

に
お
い

て
も
、

ま
た
邦
舞
と
洋
舞

の
間
に
も
)
大
差
が
な

い
。

し
て
み
れ
ば
舞
踊
比
較

の
目
的

に
合
致
す

る
の
は
、
構
成
形
式

で
は
な
く
、
表

現
形
式

の
比
較
と
な
ろ
う
。

舞

踊
の
表
現
形
式

に
は
、
(1)
群
舞
者

の
隊
形
変

化
を
含
む
振
付
法
や
、
(2)
個
人

の
個
性
的
含
蓄

が
加

わ
る
演
技
術

も
関
係
す

る
。
し

か
し
最
も
本
質

に
近

い
も

の
は
、
特
定

の
舞
踊
様
式
が
使
用

す
る
身
体
運
動

の
技
術

で
あ

ろ
う
。
そ

の
技
術

の
中
で
最
も
基
本
的

で
安
定

し
た

(
任
意

に
変
更

し
て
は
使

え
ぬ
)

も
の
を

「
舞
踊
技
法
」
と
命
名
し
、

こ
れ
を
《
特
定

の
身
体
運
動
様
式

の
体
系

を
形
成

す
る
要
素

(
一
定
動
作

の
成
立

に
必
要
な
最
小
限

の
運
動
成
素
)

お
よ
び
単
位

(特
定

の

運
勤
法

に
必
要

な
最
小
限

の
前
後
継

起
を
も

つ
単
元
)
と
し
て
の
、
習
得

に
よ

っ
て
伝
承
さ
れ
る

体
技

(
体
位

も
含

む
)
》

と
定
義

し
た
い
。

1)

人
類

の
舞
踊
技
法

の
(1)

数
量
は
、
(i)

歴
史
的
に
全
体

を
通
観

す
れ
ば
、
増
大

し
て
き

た
。
前

"

言
語
期
か
ち

の
様
式
的

身
体
運
動

は
、
呪
術
舞
踊

に
お

い
て
数
少

い
技
法

に
定
形
化

さ
れ
、
や
が

て
隷
属
民

・
賎
民

・
被

雇
用
者

に
よ
る
前

:
劇
場
舞
踊

の
成
立
以
後
、
専
従
者

・
専
門
家

に
よ
る

劇
場
娯
楽

舞
踊
か
ら

芸

術
舞
踊
に
か
け

て
、
技
法
数
は
更
に
増
加

し
た
。

ー

と
は
い
え
、
こ
れ

を
(
i
i
)
部

分
的
に
見
れ
ば
、
過

去

の
宮

廷
舞
踊
か
ら
現
在

の
社
交

ダ
ン
ス
や
所
謂

「
フ
ォ
ー
ク

・
ダ

ソ
ス
」
や

「
新
作
民
謡
踊

り
し

へ
の
流

れ
に
明
ら

か
な
よ
う
に
、
非
専
門
家

に
よ
る
舞

踊

(
と
く

に
複
数
人
に

ょ
る
舞
踊

)
は
、

そ
の
技
法

数
を
減
少
し
て
き
た
よ
う
だ
。

2)

右

の
舞
踊
技
法
数

の
変

化
は
、

同
時

に
(2)
技
法

の
性
質

の
変

化
を
伴

っ
た
。
技
法

の
増
加
は
技

法

の
分
化

に
他
な
ら
ず
、
分
化
は
技
法
数

の
増
大

と
と
も

に
、
(i)

技
法

の
難
技
度
お
よ
び
(ii)
洗
練
度

と
い
う
質

の
変
化
を
起
す
か
ら
だ
。

ー

難

技
は
身
体

の
特
定
部

分

の
体
技

を
中

心
と
し
、
洗
練

は
身
体
各
部

の
調
和
的
共
働

に
重
点
を
お
き
、
そ

の
程
度
は
と
も
に
習
得

に
必
要

な
練
習

の
時
間

量

で
測
定

で
き

よ
う
。

し
て
み
れ
ば
舞
踊
技
法

は
量

・
質

の
両

面
で
客
観
的
測
定
が
可
能

で
あ
り
、
そ

の
量
差

・
質
差

は
と
も

に
次

の
よ
う

な
平
行

・
照
応

の
関
係

に
あ
る
ー

(
1
)
技
法

の
量
的
限

定

ー

(i)

す

べ
て

の
様
式
的
身
体
運
動

は
、
人
体

の
解
剖
学
的
構
造
の
制
約

に
よ

っ
て

一
定
数

の
範
囲
内

に
留
ま
り
、

そ
れ
以
上

に
は
出
ら
れ
な

い
。
さ
ら
に
(ii)
特
定

の
舞
踊

様
式

は
、
そ

れ
を
生

ん
だ
社
会

と
時
代

の
世
界
観

(
一
時
代
、

一
社
会

の
趣
味

嗜
好

・
美
学

・
文

化
糠
式

の
内
容
)

に
合
致

し
た
技
法
だ
け
を
選
び
、

そ
の
他

を
除
去
す
る
傾
向
が
顕

著
で
、

そ
の

た
め
に
使
用
技
法
数
を
大
き
く
減
ら
す

こ
と
に
な
る
。

(
2
)
技

法

の
質
的
分
化

ー

こ
の
世
界
観

の
様
式

に
応

じ
た
舞
踊
技
法

の
取
捨

選
択
は
、
な

に
よ

2



り
も
ま
ず

技
法

の
性
質

の
取
捨

選
択

で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
本
来

の
様
式
的
身
体

運
動

に
個
有

の

幅

ひ
ろ

い
可
能

性
は
局
限

さ
れ
、
技
法

の
多
様
性

は
減

る
が
、
同
時

に
、
特
定

の
運
動
厳
式

に
属

す

る
技
法

は
難
技
化

・
洗
練

化
に
よ
る
分
化
度

を
増

や
す
。

と
は
い
え
、
舞
踊
技
法

の
量
的
限
定

が
あ

る
た
め

に
、
質
的
分
化
に
よ
る
難

技
や
洗
練

の
度
合

も
、
客
観
的

に
測
定
可
能
な

一
定

の
範

囲

を
起
え

る
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
舞
踊

技
法

の
数
量
と
質

の
程
度

(
度
合

)
を

・
あ
ら
ゆ
る
代
表
的

な
舞
踊

の
種
類

に

つ
い
て
列
挙

し
た
表
を
作
成
し
、

こ
れ
を

「
舞
踊
測

定
表
」

(
c
h
o
r
e
om
e
tr
ia
e
 ta
b
u
la
)
と
呼

べ
ば
、

そ
れ
は
舞
踊

様
式

に
関
す

る
比
較
研
究

(
舞
踊
様
式
論

や
比
較
舞
踊
学

)

の
み
な
ら
ず
、

舞
踊
学

そ
の
も
の
に
不
可
欠
な
用
具
に
な

る
と
思

う
。
ー

神
話
学

や
民
俗
説
話
研
究

に
お
け

る

神
話

・
伝
説

・
民
話

・
童
話

の
型

の
分
類
表
や
、
文
化
人
類
学

に
お
け
る
H
R

A
F
(
H
u
m
a
n

R
e
l
a
t
io
n
s
 A
r
e
a
 F
i
le
s
)

の
よ
う
に
、
舞
踊
測

定
表

は
舞
踊

の
研

究
に
欠
か
せ
ぬ
根
本
的

な
基
礎
情

報

の
資
料

だ
と
云

わ
ね
ば

な
る
ま
い
。

3)

だ
が
、

そ
ん
な
表

は
今

な
お
未

完
成

な

の
で
、

こ
こ
で
は
邦
舞

の
特
殊
性
を
考
え
る

の
に
必
要

な
最
小
限

の
情
報

デ

ー
タ
だ
け
を
記
載

し
て
作
成

し
た

・
舞
踊
測
定
表

の
簡
略
化
さ
れ
た

一
部

分

を
用

い
た

い
。

表
示
し
た
簡
略
舞
踊
測
定
表

の
舞
踊
種
目

は
、
個

々
の
代
表
的

な
舞

踊
の
枚
挙
を
省
略
し
、
よ

り
総
括
的
な
類
概
念
と
し
て
ま
と
め
た
。

し
た
が

っ
て
、

そ
れ
ら
の
測
定
数
値

は
実
数
を
と
ら
ず
、

人
間

に
可
能
な
舞
踊
技
法

の
総
数
ま
た
は
分
化
度

の
極
限
値

に
近

い
も
の
を

「
最
大
」
、
そ

の
逆

を

「
最
小
」
、
両
者

の
中
間
を
更
に

「
大

・
中

・
小
」

と
記
号

化
し
、

み
な
相
対
的
な
数
値

と
し

た
。

ー

こ
の
よ
う
に
総
括
的
な
種
目
に
与

え
た
概
算

的
な
数
値

は
、
誤
差

も
多

く
不
完
全

で
あ

る
。
識
者

の
協
力

に
よ
る
後
日

の
訂
正
を
ま

つ
点
が

多

い
。

1
 

邦

舞

技

法

数

の

測

定

(1)

非

専
門
家

の
舞
踊

で
は

(1)

民
俗
舞
踊
に
は
、
(i)

原
始
社
会

の
呪

術

・
祭
式

・
儀
礼

に
近
似

し
て
、
使
用

技
法
数
が

「
最

小
」

の
も

の
か
ら
、
(ii)
な

か
ば
専
門
家

に
類
似

し
て
、
臨
時

の
公
演
団
体

を
組
織

.
ま
た
は
定
期

的
に
季
節
巡
業
団

を
編
成

し
て
行

わ
れ
る
も
の
ま
で
が
あ
り
、
後
者

に
は
曲
芸
や
武
技
に
近
い
体

技
を
も
含

む
、
豊

か
な
常
備
演

目
と
技
法
が
多

く
見

ら
れ
る
。
ー

し
た
が

っ
て
個

々
の
民
俗
舞

踊

の
技
法

は

「
最

小
」

か
ら

「
大
」

ま
で
の
広

い
振
幅
を
も

つ
こ
と
に
な
ろ

う
。
し

か
し
大
多

数

の
民
俗
舞
踊

の
技
法
平
均

数
は
、

「
小
な

い
し
中
」

に
留

る
よ
う
だ
。

4)

(2)
宮

廷
舞
踊

と
(3)
社
交

ダ
ン
ス
は
、
と
も
に
民
俗
舞

踊
の
平
均
技
法
数

(
小
-

中
)

に
近
い
が
、

歴
史
的
に
見
て
、
前
者

は
衰
微

し
て
分
化
度
を
漸
減

し
、
後
者

は
社
会

の
大
衆
化

と
と
も
に
分
化

度

を
進

め

た
。

5)

前

:
 劇

場

舞

踊

か
ら

近

世

大

衆

劇

場

の

シ

・
ー

ダ

ソ
ス
ま

で

の
、

(4)

劇
場

娯

楽

舞
踊

に

お
い
て
、

技
法
数
は
、
民
俗
舞
踊

の
平
均
数

(
小
-

中
)
よ
り
も
増
加

し
て

「
中
-

大
」
と
な

っ
た
。

6
)

(5)
イ
ン
ド
舞
踊

(
ヒ
ソ
ド

ゥ
ー
民
族

の

「
古
典
舞
踊
」

と
か
、

イ

ソ
ド

の

「
ナ
シ
・
ナ
ル

・
ダ

ソ
ス
」
と

か
呼

ば
れ
る
、

パ
ラ
ー

タ

・
ナ
テ
ィ
ヤ
ム
を
根
幹

と
す

る
現

在
の
芸
術
舞
踊
)

や
、
(6)

古
典
バ

レ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
先
行

し
た
民
俗
舞
踊
技
法
に
加

え
て
、

ヒ

ソ
ド
ゥ
ー
教

の
汎
神
論
的

宇
宙
観

に
よ
る
列
挙
式

組
織

化

の
性
向
、
西
洋
近
世

の
合
理
主
義

に
特
徴
的

な
強

い
体
系

化

の
意

志
が
働
き
、
技
法
数
は
民
俗

舞
踊

の
極
限
値

(
大
)
ま

で
拡
充

さ
れ
た
と
思

う
。

(7)

現
代
舞
踊

(
一
九
四
〇
年
代
以
後

の
劇
場
舞
踊

で
、
所
謂

「
モ
ダ

ソ
・バ

レ
ー
」
を
も
含

む

)

は
、

既
成

の
舞
踊
観
念
を
否
定
し
て
、
多
種
多
様
な
内
容

に
即
し
た
新
し

い
表
現
形
式

の

「
創
造
」

(
正
し
く
云

え
ぼ
、
拡
充
)
を
志
し
た
二
十
世
紀
初
頭
以
来

の

「
創

作
舞

踊
」
運
動

の
後
を
受
け

て
、
こ
れ
に
民
俗
舞
踊

・
シ
・
ー
ダ

ソ
ス

・
古
典

バ

レ
ー
の
既
成
技
法
を
積
極
的

に
追
加

・
編
入

す
る
技
法
拡
充

を
続
け

て
き

た
。
そ

の
結
果
、
現
代
舞
踊

は
、

こ
れ
ま
で
に
存

在
し
た

・
ど

の
舞

踊
体
系
に
も
見
ら
れ
な
い

「
最
大
」

の
技
法
数

を
も

つ
こ
と
に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

7
)

さ

て
、
(8)

邦
舞
の
使
用
技
法

は
、
(i)

「
踊

り
地
」

に
お
け

る
民
俗
舞
踊
技
法

の
舞

台
芸
術

化
、

(ii)
能

の

「
舞

い
」

技
法
、
(iii)
一狂
言

に
発
し
歌
舞
伎
が
大
成

し
た

「
物
語
り
」
技
法

の
劇
場
舞
踊
化

に
よ

っ
て
、
日
本

の
民
俗
舞
踊

よ
り
も
大
き

い
技
法
数
を
得

た
。

し
か
し
、
現
在
に
見
ら
れ
る
邦
舞

の
技
法
数
は
、
宮
廷
舞

踊
と
社
交

ダ

ソ
ス
の
そ
れ

(
小
-

中
)

よ
り
は
多

い
が
、

イ
ソ
ド
舞

踊
や
古
典
バ

レ
ー

(
大
)
よ
り
も
遙

か
に
少

く
、
体
技
中
心

の
劇
場

娯
楽
舞

踊

(
中
-

大
)

よ
り
も
、

や
や
少

い
数
値

(
中
)
と
な
る
よ
う
だ
。

2
 

邦

舞

技

法

の
様

式

測
定

舞

踊
様
式

を
決

め
る
使
用
技
法

の
質

の
差

は
、
外
向
性

と
内
向
性
お
よ
び
両
者

の
交
替
や
共
在

共
存

の
度
合

に
よ

っ
て
測
定

で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

8)

舞
踊
測
定
表

で
は
、
外
向
度

・
内

向
度

・
お
よ
び
両
者

の
均
衡
度
に

つ
い
て
、
使
用
技
法

の
(1)

運
動
方
向

の
直

進
性

と
迂
回
性
、
(2)
運
動

時
間

の
急
短
性

と
緩
長
性
、

(3)
筋
肉
緊
張
度
の
強
弱
を
、

そ

れ
ぞ
れ
身
体

の
運
動
部
分

の
全

て
に
お
い
で
測
定

し
そ
の
数
値
を
列
挙
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
の

し
か
し
本
論

に
用

い
る
簡
略
舞
踊
測
定
表

で
は
、
測
定
基
準
を
、
(
1
)
外向

度
に

つ
い
て
は
、
(i)

跳
躍
と
(ii)

脚
部
と
(iii)

急
激
運
動
と
に
お
け

る
技
法
分
化
度

お
よ
び
(iv)

難
技

度
だ
け
に
限
り
、
(
2
)
内

向
度

に

つ
い
て
も
、
(i)

定
位
置
と
(ii)
上

半
身
と
(iii)
緩
漫
運
動
と
に
お
け

る
技
法

分
化
度

お
よ
び
(iv)

洗
練
度

だ
け

に
限
り
、
(3)
外
向
性

と
内
向
性

の
関
連
に

つ
い
て
は
、
両
者

の
量
的
配
分
を
(i)

充
実

度
と
し
、
充
実
度
と
技
法
数
と

の
和

を
(ii)

完
成
度
と
し
て
測
定
す

る
こ
と
に
限
り
た

い
。

10)

(1)

邦

舞

技

法

の
外

向

度

(i)

跳
躍
運
動
技
法

の
分
化
度
が
最
大

の
舞
踊

は
、
民
俗
舞

踊
の
極
限
値

(
最
大
)
に
匹
敵
す
る

現
代
舞
踊

に
見

ら
れ
よ
う
。

(
2
)
専
門
家
の
舞
踊
は
、

こ
れ
に
反
し

ー

3



こ
れ
に
続
く
分

化
度

は
、

「
飛
昇

の
原
則
」
を

「
三
原
則

」
の

一
つ
に
選

ぶ
古
典
.ハ
レ
ー
に
見
ら

れ
よ
う
が
、

跳
躍
時

の
膝

の
屈
曲
を
あ
ま
り
好

ま
ず
、

ソ
テ

(
両
足
揃

え
上
方

そ
の
場

と
び
)

に

分
化
を
欠

く
点

で
技
法
数
が
減
り
、

「
大
」

と
な
ろ
う
。
1

劇
場
娯
楽
舞
踊

も
、
民
俗
舞
踊

の
平

均
値

(
中
-

大
)

よ
り
も
や
や
高

い

「
大
」

で
あ

ろ
う
。

し
か
し

イ

ソ
ド
舞
踊

は
、
舞
台
が
通
常
、
石

で
あ
る
た
め
、

跳
躍
分
化
度

は

「
中
-

小
」
。
ー

宮
廷
舞
踊

は
、
衣
服

の
重

さ

・
長

さ
の
制
約

に
、
威
厳
あ
る
動

作

の
好

み
が
加

わ
り
、
「小
」
。

社
交

ダ

ソ
ス
は
、

こ
れ
ら

よ
り
も
技
法
数

を
減
ら
し
、
二
十
世
紀

か
ら
は
跳
躍

を
全
く

欠
く
も

の

が
好

ま
れ
た
の
で
、

「
小
-

最
小
」

に
な

ろ
う
。

邦
舞

の
跳
躍
技
法

は
、
尻

ギ
パ

・
膝
全
屈

の
両
足
揃
え
上
方

と
び

・
飛

び
六
法

の
他

に
は
、
復

雑

な
技
法
単
位
が

少
く
、
跳
躍

と
直
立
目
転

の
結
合
や
跳
躍
中

の
脚
部
運
動

(
脚
部

の
交
叉
や
打

合

せ
等
)

を
用

い
な

い
。
故

に
分

化
度

は
、
社
交
ダ

ソ
ス
よ
り
多

い
が

イ

ソ
ド
舞
踊

よ
り
も
低

い

「
小
」

で
あ
ろ
う
。

(ii)

脚
部
運
動
技
法

の
分

化
度

は
民
俗
舞
踊
が
極
度

の
振
幅
を
示
す
。

ー

古
典
バ

レ
ー
で
は
、

身
体

の
ど
の
部
分

よ
り
も
脚

部
に
技
法
数
が
多
く
、

こ
れ

に
各
種

の
体
軸

自
転
が
加

わ
る
上

に
、

女
性

に
は
爪
先
立

技
法

を
追
加

し
、
分
化
度

は

「
最
大
」
。
ー

現
代
舞
踊
は
、
多
く
の
脚
部
技
法

を
古
典
バ

レ
ー
か
ら
借
用

し
て
い
る
が
、

モ
ダ

ン
ダ

ソ
ス
は
爪
先
立
を
使
わ
ず

、

モ
ダ

ソ
バ

レ
ー

も
こ
れ
を
表

現
内
容

の
必
然
性

な
し
に
は
使

わ
な

い
故

に
、
古
典
バ

レ
ー
よ
り
も
低

い
分
化
度

(さ

に
な
る
。
ー

イ

ソ
ド
舞

踊

の
脚
部
技
法

も
、
古
典
バ

レ
ー
ほ
ど

の
分
化

は
な

い
が

、
各
種

の
連

続
足

踏
み
技
法

の
高
度

な
発
達

を
示
し
、

こ
れ
を
用

い
な

い
現
代
舞
踊

と
差
引
き
優
劣

の
な

い
分

化
度

(
大

)
。
ー

宮
廷
舞

踊
と
社
交

ダ

ソ
ス
の
脚
部
技
法

は
、

ほ
ぼ
民
俗
舞
踊

の
平
均
値

(
中
)

あ
た
り
と
な
ろ
う
。

邦
舞
で
は
、
支

持
脚

の
膝
を
曲

げ
て
運
動
脚
を
後
方

へ
擦
り
足

で
ず
ら
す

「
す

べ
り
」
や
、

膝

や
足

の
甲

で
床

を
打

つ
等

の
、
独
得

な
脚
部
技
法
が
あ

る
。

と
は
い
え
、
世
界

の
舞
踊

が

一
般
的

に
場
所
移
動

の
た
め

の
脚
部
技
法

を
数
多

く
分
化

さ
せ
て
い
る
の
に
比

べ
て
、
邦
舞
で
は
、
そ
れ

が
定

位
置

運
動

に
集
中

す
る
傾
向
が
強

く
、
結
局
、
民
俗
舞

踊
の
平
均
値

よ
り
も
低

い

「
小
-

庄

と
な
る
よ
う
だ
。

(iii)

急
激
運
動

の
技
法

分
化
は
、
激

し

い
動

き
を
避
け

る
宮
廷
舞
踊

と
社
交
ダ

ソ
ス
に
少
く
、
逆

の
傾
向
を
も

つ
劇
場
舞
踊
に
多

い
。

故
に
、
民
俗
舞
踊

の
平
均
値

(
中
)

よ
り

も

低

い
分

化

度

(
小
)

は
、
男

に
威
厳
を

・
女

に
優

雅
を
求
め
る
宮
廷
舞

踊
に
も
、

一
曲

の
テ

ソ
ボ
を
途
中

で
急

変
さ

せ
る
こ

と
が

極
め
て
稀
な
社
交

ダ

ソ
ス
に
も
与

え
ら
れ
よ
う
。

ー

同
じ
理
由

で
、
劇
場
舞

踊
の
急
激
運
動

の
分
化
度

(
大
)
は
、
観
客
を
倦
か
せ
ぬ
た
め
多
様

な
変

化
を
追

う
劇
場
娯
楽
舞

踊
、

ま
た
連
続
足
踏

み
や
連
続
肘

屈
伸

を
伴

う
両
腕

の
突

き
だ
し
交
替
運
動

の
速
度
が
極
限

に
達

し
た

イ
ソ
ド
舞
踊
、

さ
ら
に
各
種

の
跳
躍
と
体
軸

自
転

の
連
続
結
合

に
お
け

る
速
度
が
極
限

に
近

い
古
典

バ

レ
ー
に
も
、

み
な
等
し
く
認
知
で
き
よ

う
。

と
は

い
え
、
以
上

の
舞

踊
の
急
激
な
速
度

は
、
上
肢

(
主
と
し
て
肘
)

と
下
肢

の
運
動

に
限
ら

れ
、

そ
れ
以
外

の
身
体

の
運
動
部
分

(
首

・
手

首

・
肩

・
胴

・
腰
)

に
は
及
ば
な

い
傾
向
が
顕
著

だ
。

そ
の
点

で
、
全
身
各
部
を
含
む
綜
合
的
な
急
激
運
動

は
、

や
は
り
現
代
舞
踊

に
独
特

の
も

の

で
、

そ
れ
は
民
俗
舞
踊

の
極
限
値

(最

大
)
を
実

現
し
て
い
よ
う
。

現
行

の
邦
舞
古
典

で
は
、

『
三
社
祭

』
で

の
扇
を
も

つ
前
腕

の
連
続
回
転

の
速
度

が
最
大
限
で
、

こ
の
例
外
を
除
け
ば
、

一
般
に
急
激

運
動

が
少

い
。

そ

の
分

化
度

は
、
宮
廷
舞
踊
や
社
交
ダ

ン
ス

の
そ
れ
よ
り
も
低
く
、

「
小
-

最
小
」

と
な
る
だ
ろ
う
。

(iv)
難

技
度
の

「
最
大
」
は
曲

技
に
近

い
爪
先
立

を
用

い
る
古
典
バ

レ
ー
。
次
位
は
、
体
技

中
心

の
劇
場
娯
楽
舞
踊
、
お
よ
び
技
法
が
細
部

ま
で
厳
密

に
規
定

さ
れ
た
イ

ソ
ド
舞
踊

だ
ろ
う

(
最

大

-

大

)
。

こ
れ
ら

に
対
し

て
、
イ

ン
ド
舞
踊

・
フ
ラ

メ
ソ
コ

・
タ
ッ
プ
ダ

ソ
ス
の
用

い
る
高
度

の

連
続
足
踏

み
を
使

わ
な

い
現
代
舞
踊
は
、
第

三
位

(
大
)

に
留

る
だ
ろ
う
。

ー

非

:
 専
門
家

に

よ
る
宮
廷
舞
踊

の
難
技
度

は
、
民
俗
舞
踊

の
平
均
値

よ
り
低

い

「
小
」
。
過
去

の
有
閑
階
級
よ
り

多
忙
な
近
代
大
衆

の
間

の
社
交
ダ

ソ
ス
は
、
そ
れ
よ
り
も
更

に
低

い

「
最
小
」

と
さ
れ
よ
う
。

邦
舞
で
は
、
扇

子

の
使
用
法
が

(特

に
上
方
舞

に
お
い
て
)
曲
技
的

だ
が
、
そ

の
他

の
技
法

の

難
技
度
は
低

く
、
民
俗
舞
踊

の
平
均
値

よ
り
は
高

い
が

、
劇
場
舞

踊

一
般

の
中

で
は
最
低

の
難
技

度

(
中
)
と
見
る

べ
き
も

の
で
あ
ろ
う
。

ー

以
上

の
外
向
度
測
定
基
準

の
各
数

値
を
合
計
し

て
平
均
題
を
算
定
す
れ
ば
、
邦

舞
の
外
向

度

は
、
世
界

の
劇
場
舞
踊

の
中

で
最
低

の
数
値
を
も

つ
こ
と
に
な

る
。

(
2
)
 
邦

舞
技

法

の

内
向

度

(i)

定
位
置
運
動

の
分
化
度

は
、
場
所
移
動

を
伴

わ
な

い
定
位
置

(
バ

レ
ー
用

語

の

「
そ
の
場
」
)

で
の
重
心
移
動

の
技
法

、
お
よ
び
全
身
各
部
分

の
間

の
共
働
や
連
繋

に
よ
る
全
体
的

調
和

の
印
象

を
与

え
る
体
位

と
体
技
を
対

象
と
し
て
測
定

で
き
よ
う
。

民
俗
舞
踊

の
定
位
置
運
動

の
平
均

分
化
度

(
中
)

は
、
宮
廷
舞
踊

・
劇
場
娯
楽

舞
踊

に
も
共
通

す
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
社
交
ダ

ソ
ス
は
場
所
移
動
が
頻
出
す
る

の
で
、
そ
れ
よ
り
も
低

い

「
小
」

と
な
ろ
う
。
ー

こ
れ

に
対
し

て
、
立
位

の
ま
ま
で
事
件
や
状
況
を
表

現
す
る
こ
と
が
多

い
イ

ソ

ド
舞
踊
、
片
足
立

で
緩
慢
な
運
動
脚

の
変

化
や
上
半
身

の
傾
斜
を
見
せ
る

ア
ラ
ベ
ス
ク
や

ア
テ
ィ

テ

ユ
ー
ド
が
発
達

し
た
バ

レ
ー
は
、
両

者
と
も

「
大
」
。

こ
の
バ

レ
ー
の
技
法

に
胴

や
腕

の
運
動

を

更
に
追
加

し
た
現
代
舞
踊

は

「
最
大
」

の
分
化
度

を
示
す

と
思
わ

れ
る
。

邦
舞

の
定
位
置
運
動

は
、
移
動
連
動
に
比

べ
て
分

化
が
著

し
く
、
艶
物
端
唄
に
振
付
け
た
地
唄

舞
で
は
極
限

に
近

く
な
る
が
、
片
足
立

の
技
法
が
少

い
た
め
、
差
引

き
分

化
度

は

「
大
」
を
出
な

い
だ
ろ
う
。

(ii)

上
半
身
運
動

の
分

化
度

は
、
胴

・
腕
を
含
む
上
半
身

の
体
位

と
運
動
部

分
と

の
調
和
度
で
あ

ろ
う
。
民
俗
舞

踊
の

フ
ラ
が
、
も

っ
ぱ
ら
腕
と
腰

の
動

き
だ
け
に
集
中
し

て
、
極
限
値
に
達

し
て
い
よ

う
。

し
か
し
民
俗
舞
踊

の
平
均
値

は

「
中
」
で
、
宮
廷
舞
踊

は
各
種

の
お
辞
儀
を
頻
用
す

る
も

の

4



の
、

そ

れ

以

下

の

「
中
-

小

」

で
、

社

交

ダ

ソ
ス

は
更

に
低

い

「
小

」

。
ー

古
典

.ハ
レ
ー
は
、
鉛

直
線

・
均
衡

・
沈
着

を
意
味
す

る

「
垂
直

の
原
則
」

に
よ
っ
て
、
胴

の
複
雑

な
曲

げ

・
歪

み
を
排

除
す
る
上
に
、
腕
部
技
法

も
単
純

な
の
で
、
分

化
度

は
民
俗
舞
踊

の
平
均
値

へ
中
)
あ
た
り
。

イ

ソ
ド
舞
踊

は
、
高
度

の
手

や
指

の
技

法
を
含

め
た
腕
部
技
法

に
、
首
や
眼
球

ま
た
肩
や
腰

の
動

き

が
共
働
し
、
上
半
身
運

動

の
分

化
度

は
民
俗
舞
踊

の
極
限
値

に
近
く

「
大
-

最
大
」
と
な
ろ
う
。

現
代
舞
踊

は
胴
部
技
法
が
著

し
く
発
達

し
て

い
る
が
、
手
部

(
手
首

・
掌

・
指
)

の
技
法
が
貧

弱

な
の
で
、
差
引
き

「
大
」
あ
た
り
で
あ
ろ
う
。

邦
舞

の
上
半
身
技
法

は
、
世
界
無
類

と
思
わ
れ
る
手

首
技
法

の
分
化
が
あ
り
、
そ
れ
を
含
む
腕

部

と
胴
部

の
運
動
、
さ
ら

に
上
方
舞

に
著
し

い
上
半
身

の
微
妙

な
動

き
な
ど
、

み
な
頻
用
さ
れ
る

こ
と
を
思

え
ぼ
、
そ

の
分
化
度

は

「
最
大
」
と
な
ろ
う
。

(iii)

緩
漫
運
動

の
分
化
度

は
、
運
動
量
も
運
動

の
通
過
す
る
空

間
も
、

と
も
に
最
小
限

に
近
づ
く

時
に
最
大

と
な
り
、

そ
れ
は
呪
術
的

:
 宗
教
的
な
民
俗
舞
踊

の

一
系
列

に
見

ら
れ
る
。

し
か
し
運

動
量

・
運
動
空
間

の
大
小

に
関
ら
ず
、
運
動

の
速
度
だ
け
が

最
小
限
に
近
づ
く
場
合
も
、

そ
の
分

化
度

は
最
大

と
な
り
、

そ
れ
は
跳
躍
以
外

の
凡
ゆ

る
技
法
単
位

を
超

ス

・
ー
モ
ー

シ
・
ソ
化

し
た

現
代

舞

踊

に

見

ら

れ

る
。

11)

古

典

バ

レ

ー
は

、

ア

レ
グ

ロ
と

ア

ダ

ー

ジ

ョ
の
速

度

名

で
そ

の
様

式

を

二
大

別

し

て

い
る
が

、

そ

の
よ

う
に

、

急

速
度

も

ブ

レ

ス
ト

に

は
到

ら
ず

、

緩

徐

調

も

ラ

ー

ル

ゴ
ま

で
達

さ

な

い
傾
向

が

強

い
。

し

た
が

っ

て
緩

慢

運
動

の
分

化
度

も

、

民

俗

舞

踊

の
極

限

値

よ
り

低

い

「
大

」

に
留

ま

ろ

う
。

イ

ン
ド
舞

踊

の
分

化

度

も

同

じ

く

「
大

」
。

ー

宮

廷

舞

踊

は
、
そ

れ
よ
り

低

く

「
中
-

大

」
。

社
交

ダ

ソ
ス
と
劇
場
娯
楽
舞
踊

は
、
そ
れ
よ
り
も
活
発

で
あ

る
た
め
、

と
も

に

「
小
」
で
あ
ろ
う
。

邦
舞

の
緩
慢
運
動

は
、

地
唄
舞

に
お
い
て
、
運
動
量

と
運
動
空
間
が
狭
小
な
点

で
、
極
度

の
技

法
分
化
度

を
示
し
て

い
よ
う
。

ま
た
後
期

:
 歌
舞
伎
舞

踊

(
十
九
世
紀
以
後

の

「
変
化
舞
踊
」)
に

お
い
て
は
、
広
大

な
運
動
量
と
運
動
空
間

を
用

い
る
著
し

い
緩
徐

な
速
度

の
動
き
が
見
ら
れ
る
。

し
た
が

っ
て
邦
舞

は
、
現
代

舞
踊

に
つ
ぐ

「
大
-

最
大
」

の
分
化
度
を
も

つ
と
云

え
よ
う
。

(iv)
洗
練
度
は
鄙
俗

と
都
雅

の
対
立
語
が

示
す
よ
う
に
、
民
俗
舞
踊

の
平
均
値
が

「
小
-
中

」
で

宮
廷

舞
踊

は

「
最
大

」
で
あ
ろ

う
。
も
と

は
都
会

の
上
流
層

に
発

し
た
社
交
ダ

ソ
ス
は
、
時
代

の

社
交
儀
礼

の
簡
略
化
に
伴

い
、
し
だ

い
に
洗
練
度
を
低
下
、

一
九
六
〇
年
代

の
若

者

の
間
で
は
最

小
に
到

っ
た

(
補
註
の

参
照
)
が
、
全
体

と
し

て
は

「
小
-

中
」
だ
ろ
う
。
ー

劇
場
舞
踊
で
は
、

劇
場
娯
楽
舞
踊
が
最
低

(
小
)
で
、

「
古
典
舞
踊

」
と
呼
ば
れ
る
イ
ソ
ド
舞
踊

・
古
典
.ハ
レ
ー
・
邦

舞

は
、
み
な
最
高

(
最
大
)

の
洗
練

度

に
達

し

て
い
よ
う
。
し

か
し
現
代
舞
踊

は
、
力
動
感

・
生

命
力

・
時
代
感
覚
に
現
代

へ
の
関
心
や
情
報

の
伝
達

な
ど
を
、
洗
練

よ
り
も
重
視
す

る
傾
向
が
強

い
の
で
、
洗
練
度
は

「
大
」
に
下

る
と
思
う
。

ー

以
上

の
内
向
度
測
定

の
各
数
値

を
合
計
し

て
平
均
値
を
出
せ
ば
、
邦
舞

の
内
向
度

は
、
世

界

の
代
表

的
な
劇
場
舞
踊

の
種
類

の
中

の
最
高

と
な

る
。

簡略舞踊測定表

備 考: (1)矢印(→)は 歴史的推移の初期か ら後期への 方向 を示す。(2)数 値は、 最大二十2, 大二十1、 中二 〇、 小二一1、

最小ニ一2、 その中間 をそれぞれ0.5と して算定、 平均値二の算出には小数点一桁以下は四拾五入 した。
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(3)

、邦

舞

戎

嵐

の
価

直
,

邦
舞
が
舞
踊
形
式

と
し

て
も

つ
価
値

は
、
ど
う
か
?

ー

ω

充
実

度
ま
た
は
様
式
価
値

(
○

・

四
)

は
、

現

代

舞

踊

(
一
・
五

)
↓

古

典

バ

レ

ー

(
一

・
二

)
↓

イ

ソ
ド
舞

踊

(
一

・

一
)

と
下

降

す

る
順

位

の
次

に
位

置

を

占

め
、

世
界

の
主

要

な

劇
場

芸

術

舞
踊

の
中

の
最

低

の
も
の
と
な
る
。

ー

(ii)

完

成

度

ま
た

は
体

系

価
値

(
○

・
二
)

は

、

現
代

舞

踊

(
一

・
八

)
↓

古

典

バ

レ
ー

お

よ

び

イ

ソ
ド
舞

踊

(
と
も

に

一
・

一
)
↓

劇
場
娯
楽
舞
踊

(
○

・
四
)
と
下
る
順
位

の
次

に
な
り
、

(
芸
術
舞
踊

の
み
な
ら
ず
娯
楽
舞
踊
を
も
含
め
た
)
代
表

的
な
劇
場

舞
踊

一
般

の
中

で
最
低

の
も

の
と
な
る
。

II
 

邦

舞

の

再

検

討

こ
こ
ま
で
、
技
法
を
中
心
と
す

る
舞
踊

の
形
式
面
に
お
け
る
邦
舞

の
特
性

を
考

え
て
き
て
、
右

の
よ
う
な
結
論

に
達
し

た
。

し
か
し
、
内
容

の
面
を
考
え
合

わ
す
と
、

ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
?

1
 

歌

舞
伎

舞

踊

の

現

代

性

公
演
芸
術

の
表
現
内
容

や
伝
達

内
容

(
情
報
)

に
は
、
情
意

・
情

調
情
趣
や
素
材

・
題
材

な
ど

が

あ
る
が
、
本
論

で
は
題
材
だ
け
を
考
察

の
対
象

と
す
る
。

そ
の
題
材

に
お
い
て
、
次

に
述

べ
る
よ
う
に
、
邦
舞

は
最
も
著
し

い
独
自
性

を
示
し
て

い
た
。

イ
ソ
ド
舞

踊
の
題
材

は
神
話

・
伝
説

で
、
登
場
人
物

の
主
役

は
神

・
王
侯
貴
族

・
英
雄

で
あ
る
。

古
典
バ

レ
ー
に
お

い
て
も
、

そ
の
前
期

で
は
ギ
リ

シ
ア
ーー

ロ
ー

マ
神
話
を
題
材

と
し
、
後
期
で
は

こ
れ
に
民
話

.
童
話

を
加

え
た
が
、
主
人
公

は
美

し
い
王
子

と
姫

に
限
ち
れ
る

の
が
通
例
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

と
も
に
題
材

は
空
想
的

な
過
去

ー

ま
た
は
夢
想
的
な
異
国
異
郷

1

を
選
ん
で
現

実

の
社

会
を
避

け
、
主
人
公

は
理
想

化
:
 美
化

さ
れ
た
特
権
階
級

の
成
員

で
あ
り
、
決
し

て
現
在

に
生
き
働
く
民
衆

で
は
な

い
。

と
こ

ろ
が

歌
舞
伎

劇
場
で

の
邦
舞

は
、

十
八
世
紀
後
半

か
ら
の
世
話
物

(
現
代
劇
)

の
隆
盛

と

と
も
に
、
同
時
代

の
世
相
風
俗

の
舞
踊

化
が
増

え
、

十
九
世
紀
初
頭

か
ら
の
変
化
舞
踊

で
は
、
現

実
社
会

の
描
写
や
現
代
意
識

の
表

現
が

中
心
と
な
り
、
舞
踊

の
主
人
公

は
実
在

す
る
凡
ゆ

る
階
級

人

=
職
業
人

(
た
だ
し
支
配
階
級

の
最
高
層
は
除
く
)
を
含

み
、
労
働
者

・
地
方
民

・
賎
業
婦

・

乞
食
な
ど

の
、
当
時

に
卑
賎

な
下
層
社

会

の
成
員

と
見
な
さ
れ
て
い
た
者

を
も
取

り
あ
げ
て

い
た

の
で
あ
る
。

し
か
る
に
西
洋

の
劇
場
芸
術
舞
踊

が
同
時
代

の
風
俗

を
描

き
だ
し
た

の
は

一
九

一
二
年
が
最
初

で
、
主
人
公

に
労
働
者
が
選
ば
れ
た

の
は

一
九
二
〇
年
代
以
後

の
こ
と
。

そ
れ
よ
り
百
年
以
上
も

前

か
ら
、
歌
舞
伎
舞
踊

は
現
代
を
題
材

に
し

て
い
た

の
に
…

。

2
 

歌

舞

伎

舞

踊

の

技

法
拡

充

表

現
内
容

に
現
代
を
選

ぶ
こ
と

は
、
必
然
的

に
表
現
形
式

の
現
代

化
を
伴

わ
ざ
る
を
得

な
い
。

し
た
が

っ
て
過

去

の
邦
舞

は
、

た
え
ず
新
技
法
を
倉
加
し
、
技
法
拡
充

を
続

け
て
い
た
。
そ
れ
は
、

表

現
内
容

の
素

材

か
ら
表

現
形
式

の
技
法

ま
で
、

一
貫

し
て
全
面
的
に

「
現
代
舞
踊
」

だ

っ
た
と

さ
え
云
え
よ

う
。

こ
の
よ
う
な
舞
踊

は
、
明
ら
か

に
現
在

の
邦
舞

か
ら
区
別

で
き
る
。
邦
舞
は
既
に
内
容

を
現
代

に
選
ば
ず
、
技
法

の
拡
張
を
試

み
ず
、
舞
楽

や
仕
舞

と
同
様

の

「
伝
承
芸
術
舞
踊

」
に
な

っ
て
し

ま
っ
た

か
ら
だ
。

そ
こ
で
、
過
去

の
歌
舞
伎
劇

場
で
行

わ
れ
た
邦
舞

の
技
法
特
性
を
、
こ
こ
で
再

検
討
す

る
必
要
が
あ

ろ
う
。

(
そ

の
結
果
は
簡
略
舞
踊
測
定
評

の
最
下
欄

に
記

し
た
。
)

ま
ず
過
去

の
邦
舞

の
技
法

数

は
、
劇
場
娯
楽

舞
踊

の
そ
れ

(
中
-

大
)

よ
り
も
多
く
、
劇
場
芸

術
舞
踊

の

一
般
的
数
値

(
大
)
を
共
有
し

て
い
た
だ
ろ
う
。

次

に
、
(
1
)
外
向
性

の
(i)
跳
躍
運
動
も
、
今

の
邦
舞
は
勿
論
、

舞
台
が

石
の
イ

ソ
ド
舞
踊

の
分
化

度

(
小
-
中
)

よ
り
も
大
き
く
、

ほ
ぼ
民
俗
舞
踊

の
平
均
値

(
中
-

大
)

に
等
し

か
っ
た
だ
ろ
う
。

(
i
i
)

脚
部
技
法

も

「
拍
子
舞
」

の
伝
統

に
よ
つ
て
、

(
既
述

の
足

の
甲

を
床

に
打

つ
こ
と
を
も

含

む
)
各
種

の
足
拍
子

や
、
足
踏

み
と
跳
躍

の
結
合
が

あ
り
、
更

に
内
向
足

を
含
む
多
様
な
足
形

の
変

化
も
加

わ
り
、
劇
場
娯
楽
舞
踊

よ
り
も
豊
か
な
分
化
度

(
大
)

を
も

っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
-

(
i
i
i
)

急

激
運
動

も
、

「
古
典
的
」
劇
場
舞
踊

の
イ

ソ
ド
舞
踊

・
古
典

バ
レ
ー
の
分

化
度

(大
)
に
等
し

く
、

現
行

の
邦
舞

で
は
例
外
的

と
見

ら
れ

る

『
三
社
祭

』
の
活
発

な
動
作

は
、

む
し
ろ

一
般
的
で
、

『
三
番
里

』
や
餅

つ
き
を
主
題

に
す

る
『
粟
餅

』
そ

の
他

の
曲
目

も
、
今

よ
り
は
遙

か
に
キ
ビ

キ

ビ
と
弾

ん
で
踊

ら
れ
た
と
思

わ
れ
る
。
ー
(
i
v
)難
技

度
も
、
劇
場
芸
術

一
般

の
数
値

(
大
-

最
大
)

に
遜
色
は
な
か

っ
た
と
推
測

で
き
よ
う
。

ー

以
上

の
測
定
基
準

か
ら
算
定

し
た
歌
舞
伎
舞
踊

の
外
向
度

は
、
世
界

の
劇
場
舞

踊

一
般

の

下
限
値

(
大
)
に
等

し
く
な
る
。

(2
)内
向

性

の
(i)

定
位
置
と
(ii)
一上
半
身

の
運
動

技
法
で
は
、
昔

の
邦
舞
も
今

の
も
の
と
大
差
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
分
化
度

は

「
大

」
と

「最
大
」
、
ー
(
i
i
i
)
緩

漫
運
動
は
今

よ
り
も
や
や
未
分

化
で

「
入
」
、

ー
(
i
v
)
洗
練
度

は
現
代
舞

踊
と
同
等

の
数
値

(
大
)
だ

っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

ー

以
上

の
内
向
度
測
定

の
結
果

を
算
定
す
れ
ば
、
歌
舞
伎

舞
踊
は
劇
場
芸
術
舞

踊

一
般

の
平

均
値

(
一
・
三
)
に
等

し
く
な
る
。

さ

ら
に
(
3
)
舞
踊

の
形
式

価
値

を
示
す
(1)
充
実
度

(
様
式
価
値

)

に
お

い
て
、
歌
舞
伎
舞
踊

は
古

典
バ

レ
ー

(
一
・
二
)
と
同
等

の
数
値
を
得
、
(
i
i
)
完
成
度

(
体
系
価
値

)
に
お

い
て
は
、

イ

ン
ド

や

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の

「
古
典
的
」
劇

場
芸
術
舞

踊
の
数
値

(
一
)
と
同
位
と
な
り
、
現
代
舞
踊

の
そ

れ

(
一
・
八
)

に
は
及
ば
ぬ
も

の
の
、
劇
場
娯
楽
舞
踊

の
数
値

(
○

・
四
)
よ
り
も
著

し
く
高

い

も
の
と
な

る
。

1

こ
の
形
式
上

の
価
値

に
、
現
代
性

と
い
う
内
容
上

の
価
値

を
追
加

す
る
な

ら

ば
、
歌
舞
伎
舞
踊

の
数
値

は
更
に
現
代
舞

踊
に
接
近
す
る

で
あ

ろ
う
。

12)

3
 

歌

舞
伎

舞

踊

の
《

開

か

れ
た

体

系

》

右

に
見

て
き

た
歌
舞
伎
舞
踊

の
題
材
と
技
法
厳
式

の
特
性

は
、
そ

の
観
客
層

の
特
殊
性

に
基
く

6



と
思

わ
れ
る
。

古
典
バ

レ
ー
は
、
早
期
に

は
宮
廷
や
貴
族
に
支
持
さ
れ
、
前
期
以

降
は
国
家
の
庇
護
が
中

心
と

な
り
、
観
客
層

は
特
権
階
級
や
上
流

の
人
士
だ

っ
た
。

イ
ソ
ド
舞
踊
も
、
国

家
権
力

の
代

り
に
宗

教
権
力
が
中

心
だ

っ
た
点
を
除
け
ば
、
観
客
層

は
全
く
同
様
。

と
こ
ろ
が
歌

舞
伎
舞
踊

は
、
世
界

の
最
初

の
都
会

"
識
字
大
衆
と
財
力

あ
る
被

支
配
階
級

(
町

人
)
を
支
持
者

と
し
た
た
め
に
、
支
配
階
級

に
好
都
合
な
現
状
保
持

の
情
意

と
保
守
性

を
欠
い
て

い
た
。

そ
れ
な
れ
ば
こ
そ
、

イ

ソ
ド
舞
踊

の
も

つ
形
而
上
学
的
宗
教
性
や
宇

宙
秩
序

の
不
可
変

な

絶
対
性
も
、
古
典
バ

レ
ー
を
支

え
る
合
理
主
義

を
基
礎

と
す

る
秩
序

や
節
度

の
合
法
則

性
も
、
と

も
に
受
け

つ
け
な
か

っ
た
。

1

お
ま
け
に
歌
舞
伎
劇
場

は
、
世
界
最
初

の
大

11
商
業
劇
場

で
、

し
か
も

一
都
市
あ
た
り

の
大
劇
場

の
数

も
世
界
最
大

だ

っ
た
の
で
、
観
客
獲
得
競
争
が
激

し
く
、

常

に
新
趣
向

・
新
機
軸

を
追
求

し
、
舞
踊

の
伝
達
内
容

・
表
現
技
術

・
技
法

の
改
新
を
続
け
た
。

古
典
バ

レ
ー
の
三
原
則

は

「
崇
高

=
飛
昇

と
均
整

11
垂
直
と
外

向

」

で
あ

る
た

め

に

、
人
間

に
個
有
な
懐
疑

や
挫
折
、
怒
り
や
絶
望
、
否
定

や
悪
、
頽
廃

や
破
滅

に
関
す

る
情
意
表
現
を
許

さ

ず
、
脚
部
技
法

か
ら
平
行
足

・
内
向
足
を
除

い
た
上

に
、
多

く
の
表
現
内
容

と
技
法
を
排
除
し
、

十
九
世
紀
中
期
以
後

に
技
法
拡
充
を

ほ
と

ん
ど
示
さ
な

い
。

イ

ソ
ド
舞

踊
も
ま
た
紀
元
前

一
世
紀

に
調
定
さ

れ
た
内
容

と
形
式
を
、
範

と
し
て
踏
襲

し
て
き
た
。

こ

の
両
者
が

「
古
典
舞
踊
」

と
呼

ば
れ
る
の
は
、

と
も

に
《
閉
じ

ら
れ
た
体
系
》

の
舞
踊

だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
反

し
て
歌
舞
伎
舞
踊

は
、
表
現
内
容

と
技
法
と

の
拡
充

に
お

い
て
、
自
由

に
《
開

か
れ

た
体
系
》

で
あ

り
、

そ
の
意
味

で
世
界
最
初

の

「
現
代
」
舞
踊

で
あ

っ
た
と
云

え
る
の
で
は
な

い

か
。4

 
歌

舞

伎

舞

踊

の
反

=
古

典

性

「
古
典
性
」

の
意
味

は
、

(1)

西
洋
近
世
が
解
釈

し
た
ギ
リ

シ
ア

:
 ロ
ー

マ
文
化

の
理
想

、
(2)
均

整

や
中
庸

・
節
度

の
有
限
性

お
よ
び
合
法
則
性

に
基

く
形
式

と
内
容

の

一
致
ま
た

は
調
和
、
(3)
過

去
の
芸
術
が
も

つ
永
遠

・
不
変

の
優
秀
性
、
以

上

の
三
義
に
尽
き

る
。

こ
の
三
種

の
意
味

を
洩

ら

さ
ず

に
根
本

の
要
請

と
し
た
劇
場
舞
踊

は
、
古
典
バ

レ
ー
の
他

に
は
な

い
。
ー

イ
ソ
ド
舞
踊

は
、

第

一
義

の
近
世
西
洋

の
理
想

の
出
現
よ

り
も
約

十
五
世
紀

も
早

く
生

れ
た
の
で
、
そ
れ
と
は
無

縁
。

ま
た
急
速
運
動
が
狂
熱
的
な
限
度

に
ま
で
達

し
、

緩
除
運
動

で
は
表
現
形
式

よ
り
も
深

い
内

面
的

=
宗

教
的

な
表

現
内
容
を

こ
め

る
故
に
、
第

二
義

の
節
度

を
守

る
統

一
性

を
越
え
、
形
式

と
内

容

の
有
限
的
な
均
衡

を
求

め
な

い
。

こ
の
二
点

に
お

い
て
、
イ

ソ
ド
舞
踊

は
、
古
典
性

の
対
立
概
念

で
あ
る

「
ロ
マ
ソ
的
様
式
」

を
も

つ
も

の
と
云
え
る
。

し
た
が

っ
て

イ
ソ
ド
舞
踊

は
、
た
だ
第

三

義
に
お

い
て

の
み
、

そ
の
伝
統
志
向

に
よ
っ
て

「
古
典
的
」
と
呼

び
得

る
も
の
と
見

る
べ
き

で
あ

ろ
う
。
歌
舞
伎

舞
踊

も
、
第

一
義

の
西
洋
理
想

に
無
縁
。
ま
た
舞
踊

の
時
間
的
展
開

の
最
高
潮

に
お
い

て
終
手

と
-
、
結
尾
部

に
完
結
完
了

の
印
象
を
強

調
せ
ず

、
さ

ら
に
、
(
外
向
度

の
高

い
難
技

の
実

行
時

に
、
努
力

感
や
精
神
的
緊
張

を
外

に
示
さ
な

い
余
裕

を
高
度

に
要
求
す

る
古
典
バ

レ
ー

の
よ

う
な
)
舞

踊

の
両
極
性
が

同
時

に
併
存
し

て
釣
衡
を
保

つ
こ
と
を
求

め
ず
、
外
向
性
と
内
向
性

は

相
殺
さ
れ
る

よ
り
は
、

む
し
ろ
独
立

し
て
発
揮
さ
れ
、
時
間
的

に
交
代
す

る
傾
向
が
強

い
故
に
、

こ
れ
ま
た

ロ
マ
ソ
的
で
、
古
典
性

の
第

二
義
が
規
定

す
る
有
限
的

な
節
度
あ

る
調
和
を
志
す
も
の

で
は
決

し
て
な

い
。

お
ま
け
に
、

た
え
ず
新
味
を
追

い
、
既
成
作
品

の
先

例
を
最
優
秀
と
し
て
盲

従

・
踏
襲

し
な

か
っ
た
か
ら
、

古
典
性
第

三
義

の
過
去
を
絶
対
視

す
る
伝
承
主
義
も
見
ら
れ
な
か
っ

た
。

13)

こ
の
よ
う
に
歌
舞
伎

舞
踊
は
、
そ

の
隆
盛
期

に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
意
味

で

「
古
典
舞
踊

」
で

は
あ
り
得
な

い
も

の
で
あ

っ
た
。
し
か
る
に
現

在
の
邦
舞
は
、
過
去

の
歌
舞
伎
舞
踊
を
根
元

の
模

範

と
し
て
、
新

し
い
技
法
拡
充
を
避

け
る
が
故

に
、
古
典
性

の
第
三
義

に
合
致

し
、
そ

の
伝
承
主

義

に
お
い
て
の
み
、

「
古
典
舞
踊
」

と
呼

べ
る
も

の
だ

ろ
う
。

5
 

邦

舞

の

蓑

退

と
再

建

(1)
現
代

の
舞
踊

と
同
様

に
全
く
古
典
性

を
欠
く
劇
場
創
作
舞
踊

か
ら
、
(2)

イ
ソ
ド
舞
踊

と
同
様

な
意
味

で

の

「
古
典
性
」
を
も

つ
伝
承
芸
能

へ
。

こ
れ
が
歌
舞
劇
場

の
邦
舞
と
現
在
の
邦
舞

と
の

差
異
で
あ
り
、

そ
の
転
回
点

は
日
清
戦

争

(
一
八
九
五
-

九
五
)
頃
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

14)

そ

の
際
、

明
治

の
西
洋
模
倣

が
始
ま

っ
た
時
代

に
お
い
て
西
洋

の
支
配
的
世
界
観

だ

っ
た
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
朝

の
偽
善
的
道
徳
観

と
、
新
教
徒

の
禁

欲
的

な
勤
労
至
上
主
義
が
、
政
府

と
指
導
者

に

採
択
さ
れ
、
歌
舞
伎
舞
踊

の
も

つ
大
衆
芸
術
性

と
生
命
力

は
、
旧
弊

・
卑
狼

・
遊
芸
的

と
し
て
排

撃
さ
れ
た
。

さ
ら
に
十
九
世
紀
後
半

の
実
証
主
義

の
影
響

を
受
け

た
写
実
的
合
理
主
義

の
劇
場
芸

術
観

に
、
能
楽
崇
拝

と
高
尚

上
品
な
精
神
主
義
、
ま
た
江
戸
時
代

(
あ

る
い
は
武
家
政
治
の
時
代
)

以
前

の
日
本
文
化

の
理
想

化
が
加

わ
り
、
そ

の
結
果

、
動

く
形

よ
り
も
見
え
な

い
心
を
優
秀

と
し

て
外
向
性
を
斥
け
、
内
向
性

を
求

め
、

つ
い
に
邦
舞
は
世
界

の

(
娯
楽
舞
踊
も
含
め
た
)
劇
場
舞

踊

一
般

の
平
均
完
成
度

(
一
・
一
)

よ
り
も
低

い
体
系

価
値

(
○

・
二
)

の
舞
踊
に
な
り
下

っ
た

の
で
あ

る
。

こ
う
し
て
現
在

の
邦
舞

は
、
表
面

で
は
歌
舞
伎
舞
踊
を
古
典
と
し
て

タ
テ

マ
ッ
ル
も

の
の
、
本

当

の
内
実

に
お
い
て
は
、
伝
統

に
あ
る
現
代
性
を
完
全
に
失

い
、
内
容

の
新
化

と
技
法

の
拡
充

を

廃

し
た
だ
け

で
な
く
、
逆

に
本
来

の
豊

か
な
技
法
を
極
度
に
萎

縮
さ
せ
、

た
だ
衰
退

の

一
路
を
進

ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。

と
は
い
え
、
も
し
歌
舞
伎
舞
踊
が
明
治
中
期
以
後
に
も
現
代
舞

踊
で
あ
り
続
け

て
今
日
に
到

っ

た
な

ら
ば
、

お
そ
ら
く
邦
舞
は
舞

踊
の
両
極
性
を
豊
か
に
生
か
し
、
既
成
技
法
を
拡
充
し
て
現
代

を
表
現
す
る

「
も
う

ひ
と

つ
の
現
代
舞
踊
」

と
な
り
、
世
界
最
初

の
大
衆
劇
場

で
の
芸
術
舞
踊

の

伝
統

を
最
大
限
に
発
揮

す
る
も
の
と
な

っ
て
い
た

の
で
は
な

い
か
。

西
洋

に

一
世
紀
以
上
も
先
ん
じ

て
栄

え
た
日
本

の
現
代

11
創
作
舞
踊
が
、
現
状

の
よ
う
に
退
化
・

変
質

し
た
こ
と
は
、
明
治
以
後

の
日
本
人

の
責
任
だ
ろ
う
。

こ
の
偉
大

な
伝
統
を
発

展
さ
せ
る
べ

7



く

、

ま

ず

邦

舞

古

典

の
技
法

体

系

を

原

型

に
戻

す

こ

と
が

、

わ

れ

わ

れ

の
当

面

の
急

務

か
と
思

民ち15)

参

考
交
献
=
(
1
)
民
族
舞

踊

と

日
本

文

化

(
体

育

科

教

育

、

74
年

6
月
)
、
(
2
)
舞
い

の
原

型

(
芸

能

、

76
年

4

月

)

、
(3)

舞

踊

の
表

象

と
定

義

(
ダ

ソ
ス

ワ
ー

ク
、

77
年

春

季
号
)
、
(
4
)
芸
能

の
原

型

(
芸

能

、

77
年

6
月

)

、
(
5
)
「女

の
内

股

」

の

ル

ー

ッ
を

探

る

(婦

人

公

論

、

77
年

9

月

)
、

(6)

舞

踊

の
人

類

学

と

ス
ポ

ー

ツ

(
体

育

科

教

育

、

77
年

10
月
)
、
(
7
)
現
代

舞

踊

の
原
点

(
ダ

ソ

ス

ワ
ー

ク
、

78
年

夏

季

号

よ

り
連

載

中

。

)

補

註

1)

舞
踊
技
法

。

本
文

の
定
義
は
舞
踊
技
術
の
最
狭
義
の
概
念
。

こ
の
定
義

に
よ
れ
ば
、

い
わ
ゆ

る

“
個
入

の
独
創
的

な
新

し
い
技
法

”
は
不
可
能
で
あ
る
。

な
ぜ

な
ら
ば
、

そ
れ
は
(1)
再

発
見

さ
れ
た
既
存

の
技
法
、
(2)

技

法
単
位

を
越
え
た
諸
技
法

の
結
合

(ア
シ

エ
ー

ヌ
マ
ソ
)
、

(3)
演
技

術
の
三
種

の
い
ず

れ
か

一
つ

・
ま
た
は

二
種
以
上

の
混
合

の
ど
ち
ら

か
に
過
ぎ

な
い
か
ら
だ
。
具
体
例

を
跳
躍
に
と
れ
ば
、
跳
躍
技
法

と
は
、
(1)

「
両

足
揃
え

上
方

(垂
直
)

と
び

」
お
よ
び
(2)

「
前
後
開
脚
前
方

(水
平
)

と
び

」
の
二
種

の
技
法
系

列
の
変

形
や

部
分
的
結
合

に
よ
っ
て
成
立
し

た
、
す

べ
て
の
既
成
の
運
動
法

(様
式
運
動
)

を
含
み
、

こ
れ
以
外

の
跳
躍

運

動
法

は
存
在
し

な
い
。
1

技
法

の

要
素
と
は
、

こ
れ
も
跳
躍
で
例
示
す
れ
ば
、

全
て
の
跳
躍
運
動

の
跳
躍
中

(滞
空
時
)

の
各
種

の
(1)
脚
部
運
動

お
よ
び
(2)

こ
れ
に
随
伴
す

る
身
体
運
動
と

の
結
合
で
あ
る
。
ー

技
法

の

単
位

と
は
、
同
例

に
お
い
て
、
跳
躍

の
前
後

(開
始
と
終
結
)

に
必
須
の
付
随
運
動

(跳
躍
の
準
備

と
な
る
動

作
、

お
よ
び
跳
躍
後

の
惰
性

に
よ
る
動
作

で
、
膝

の
屈
伸
が
中
心
)

と
し

て
、
技
法
要
素

に
付

加
さ
れ
る
も
の

で
あ

る
。

2)

前

=
言
語
期
か
ら
の
様
式
的
身
体
運
動
。
文
献
(
4
)
参
照
。
ー
究
術
舞
踊
は
文
献
(
4
)
の
「
呪
術

芸
能

」
の

定
義

と
同
じ
。

ー

前

闘
劇
場
舞
踊

と
は
、
専
従
者

が

「
見

せ

・
見
ら
れ

る

」
元
め

に
行
う
も

の

(
「
ス
ベ

ク
タ

ク
ル
舞

踊

」
と
も
呼
ば
れ
る
も
の
)

で
、
観
客

を
予
想
す

る
舞
踊

の
最
初

の
段
階

を
指
す
。

そ
れ
は
初
発

的

な
舞
台
を
も

つ
が
、

劇
場
施
設
を
欠

く
。
1

劇
場
娯
楽
舞

踊
と

芸
術
舞
踊

は
、
と
も

に
劇

場
舞
踊
だ
が
、

前
者

は
非
・
特
権

階
級

を
観
衆

と
す
る
民
間
劇

場
が
起
源
。

ど
ち
ら
も

舞
踊
が
宗
教
的

(政
治
的
)
儀
式
儀
礼

や
呪
術
か
ら
分
化

し
て
後
に
発
生
し
た
が
、

娯
楽
と
芸

術
は
そ
れ
以
後

の
分
化

で
、
両
者

の
差

は
程
度

の
差
で
、

劃
然
た
る
境
界
線
を
引
く

こ
と
は
で
き

な
い
。
ー

宮
廷
舞
踊

は
文
献
(
4
)の

「貴
族
芸
能

」
の
定
義

に
同
じ
。

ー

社
交
ダ
ン
ス
は
本
文
の
補
註
の

参
照
。

3
)舞
踊
測
定
表
。

こ
の
作
成

は
世
界

の
舞
踊
学
者
の
協
同
作
業

を
必
要
と
す

る
が
、

そ
の
作
業

の
基
礎

と
な

る
ぺ
ぎ
舞
踊
技
法
の
要
素
や
単
位

の
呼
称
さ

え
、

い
ま
だ
国
際
的
に

一
定

し
て

い
な

い
の
が
現
状

だ
。

な
お
舞

踊
測
定

を
c
h
o
r
e
om
e
t
r
i
a
ど
呼

ん
だ

の
は
、

民
俗
舞
踊
の
比
較
研
究
な

ど
に

ch
o
re
o
m
e
t
ric
s
の
語

が

使

わ
れ

て
い
る
の
で
、

そ
れ
と

の
区
別

の
た
め
。

4
)民
俗
舞
踊
は
、
民
間
舞
踊

と
も
呼
ぶ

べ
き
だ
が
、

原
始
社
会

の
芸
能

を
も
含
め
た
。
「
民
俗
舞

踊
」
の
語

は
、

文
化
別

よ
り
も
入
種
別

・
言
語
別

を
強
調
し
、
民
族

よ
り
小
さ

い
文
化
単
位
で
あ
る
地
方
民

・
下
層
民

の
地

域

的

・
階
級
的

な
民
俗

・
民
習

の
差

を
抽

象
し
て
し
ま

う
難
点
が
あ
ゐ

の
で
、

避
け
た
。
民

俗
舞

踊
の
訳
語
は

c
th
n
o
lo
g
ic
a
l
 d
a
n
c
e
と
な
る
だ
ろ
う
。

の

社
交
ダ
ン
ヌ
。
集
団

に
ょ
る
屋
内

で
の
娯
楽
舞
踊
だ
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

お
い
て
、

そ
の
先
行
形
態
の
宮

踊
舞

踊
に
交
替

し
た
も

の
。
都
会

の
上
流
社
会

に
始

ま
り
、
十
九
世
紀
中

に
所
謂

「
市
民
階
級

」
の
舞
踊
と

な

り
、

二
十
世
紀
に
は
階
級
別

を
問

わ
ず
普
及

し
た
。

こ
こ
で
は

一
九
六
〇
年
代

の
社
交
ダ

ソ
ス
変
質
期

(
デ

ィ

ス
コ
テ
ー
ク
で
行
わ
れ
、
保
守
的

な
エ
テ
ィ
ケ

ッ
ト
お
よ
び
男
女

の
性
差

を
無
視
し
た
振
付
が
支
配
的
だ

っ
た

一
時
期
)

を
、

一
応
、
度
外
視

し
て
お
く
。

6)

シ
ヨ
ー
ダ
ン
ス
。

十
九
世
紀
後
半

の
劇

場
娯
楽
舞
踊

で
、
民
俗
舞
踊
の
劇
場
舞
踊

化
か
ら
生
れ
た
タ
ッ
プ

・

ダ

ソ
ス
や
シ

ャ
ズ

・
ダ

ソ
ス
の
よ
う
に
、
原
形

を
難
技
度

・
洗
練
度

に
お
い
て
高
め
る

一
方
、

女
性

の
踊

り
手

の
性
的
魅
力
、

ま
た
舞

踊
以
外

の
歌
唱

や
演
技

に
も
重
点

を
お
く
た
め
、

技
法

の
分
化
度
は
民
俗
舞

踊
よ
り
は

高

い
が
、

芸
術
舞

踊
よ
り

は
少
く
な
る
。

7)
現
代
舞
踊
。

こ
の
語
で
モ
ダ

ソ
ダ

ソ
ス
を
指

し
、

ま
た
モ
ダ

ン
ダ

ソ
ス
を
バ

レ
ー

に
対
立
し
、

一
切
の
技

法

を
排
す
る
も
の
の
よ
う
に
見

な
す

こ
と
が
多

い
が
、

そ
れ

は
歴
史
的
事
実

の
発
展

を
正
し
く
捉
え
て
い
な
い
。

一
九
〇
〇

年
代
ま
で

の
初
期

モ
ダ

ン
ダ

ソ
ス
に
お
い
て
は
、
バ

レ
ー

を
敵
視
す
る
傾
向
が
強
く
、

バ

レ
ー
技
法

と
舞
踊
技
法

一
般
と

を
区
別

で
き

な
か

っ
た

(芸
術
舞
踊

は
バ

レ
ー
だ
け
で
あ

つ
た
)
た
め
に
、

バ

レ
ー
技
法

排
撃

と
既
成
技
法
の
排
撃
と
を
同

一
視
し
て
い
た
。

し
か
し
モ
ダ

ン

・
バ

レ
ー

(当
時
は

「
新

バ

レ
ー

」
と
呼

ば
れ
た
)
は
、

そ
れ
を
創
始
し
た
パ

レ

・
リ

ュ
ス
に
見

ら
れ

る
よ
う

に
、
最
初
か
ら

モ
ダ

ン
ダ

ソ
ス
が
理
想

と
し
た
舞
踊

観

を
共
有
し
、

民
俗
舞
踊

の
技
法

の
導
入

を
行

つ
て
い
た
。

と
く
に

一
九
四
〇

年
の
ア
メ
リ
カ
ソ
・

バ
レ
ー

・
シ
ア
タ
ー
の
設
立
時

か
ら
、

(そ
の
趣
意
書
が
記
す

よ
う

に
)

「
民
族
舞
踊

」
と
し
て

ス
ペ
イ

ソ
と

イ
ソ
ド
と
黒
人
の
技
法

(黒
人
の
民
族
舞

踊
と
こ
こ
で
呼
ば
れ
た

の
は
、

ア
メ
ヲ
カ
黒
入
起

源
の
シ

ャ
ズ

・
ダ

ン
ス
)
お
よ
び
モ
ダ

ソ
ダ

ソ
ス
技
法

を
積
極
的

に
取
入
れ
た
。

そ
れ
と
と
も
に
、

バ

レ
ー
の
振
付

に
モ
ダ

ソ
ダ

ソ
ス
振
付
者

を
招
く

こ
と
が
始

ま
り
、

現
在

で
は
バ

レ
ー
団

の
常
備
演
目
中
に
モ
ダ

ン
ダ

ソ
ス
作

品
を
含

む
に

到
っ
た
。

一
方
、

初
期

モ
ダ

ン
ダ

ソ
ス
に
お
い
て
は
、
舞
踊
家
は
既
成
技
法
に
反
対
し
、

な
か
に
は

一
切
の
技

法

を
否
定
す
る
者
も

い
た
が
、

床
を
離
れ
な
い

「
ア

ニ
ア
ー
ル

」
の
技
法
お
よ
び
各
種

の

「倒
れ
方

」
技
法
を
発

展
さ

せ
た
。
し
か
し
理
論
家

は
、
当
初

か
ら
常

に
身
体

運
動

に
可
能

な
凡
ゆ
る
技
法

を
使
用
し
拡
充
す
る
こ
と

に
努

め
て

い
た
。

後
期
モ
ダ

ン
ダ

ソ
ス
で
は
、
初
期

か
ら

の
平
行
足

・
内
向

足
の
使
用
に
、

バ

レ
ー
の
脚
部

運

動

を
加
え
、

そ
の
結
果
、

爪
先
立
技

法
を
除

け
ば
、

モ
ダ

ソ
ダ

ソ
ス
と

モ
ダ

ソ
パ

レ
ー
の
区
別
は
不
可
能
な
ほ

ど
の
、
両
者

の
交
流

・
接
近

・
合
致

の
度
が
急
速

に
進

ん
で
い
る
。

1

以
上

の
歴
史
的
経
過
に

つ
い
て
は
、

文
献
(7)
参
照
。
ま
た
文
献
(
6
)
の注
で
は
、

二
十
世
紀
以
後

の
芸
術
舞
踊

を
「
創
作
舞

踊
」
と
し
て
杖
挙

・
定
義

し
、
初
期

モ
ダ

ソ
ダ

ソ
ス
に

つ
い
て
は
同
文
献
(
6
)
の
本文

で
触
れ
た
。

的

外
町
性

・
内
向
性
。
舞

踊
を
含
む
様
式
的
身
体

運
動

に
固
有

の
両
極
で
、

生
物
の
個

体
の
危
機
反
応

に
起

源
を
も

つ
も

の
。

こ
の
私
見

は
文
献
(
3
)
に規
定
、
文
献
(
4
)
に詳
述
。
ま
た
外
向

・
内
向

の
関
係

が
二
元
性

で
な

く
両
極
性

で
あ
る

こ
と
は
、
文
献
の

注
に
定
義

し
た
。

9
)技
法
の
運
動
方
向

・
時
間

・
筋
肉
緊
張
度

。

こ
れ
ら

の
定
義

は
ラ
バ

ソ
に
よ
る
。

1
0
)
充
実
度
。

そ
の
算
定

は
外
向
度
と
内
向
度

の
和
だ
け
に
留

め
た
が
、
実
際

は
、
そ
れ
自
体

に
外
向

・
内
向

の
両
極
性
が
同
時
併
存
す

る
緊
張
関
係

(危
機
)

の
直
接
的

な
身
体
表
現
だ
と
思
わ
れ

る
様
式
的
身
体

運
動
ー

ー
す

な
わ
ち
円
周
移
動

お
よ
び
体
軸
立
位
回
転
(
文
献
(
2
)
参
模
)
ー

の
頗
出
度

お
よ
び
技
法
分
化
度
も
、

算
定

に
加
え
る
べ
き
も

の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
邦
舞

に
見
ら

れ
る
遅

い
速
度

の
断
続
運
動

(ス
タ
ッ
カ
ー

ト
的
ま

た
は
衝
撃
的

な
動
き
方
)
も
、

両
極
性

の
同
時

併
存

を
示
す
運
動
技
法
だ

ろ
う
。

し
か

し
簡
略

を
志
し
て
、

こ

れ
ら
全

て
を
充
実
度

の
測
定
基
準
か
ら
除
外
し
た
。

1

完
成
度
。
充
実
度

は
舞
踊

様
式

の
含
蓄
を
示
す
数
値
(様

式
価
値
)
だ
が
、
完
成
度
は
舞
踊
様
式
の
体
系

と
し
て
の
完
成
度

(体
系
価
値
)

を
示
す
。
1

こ
れ
ら
は
、特
定

の
舞
踊
形
態

の
技
法

の
質
と
量
を
中
心
に
し
て
測
定

し
た
形
式
面

で
の
価
値
で
あ

つ
て
、

形
式
と
内
容
の
両
面

を
綜
合

し
た
芸
術
的
価
値
に
必
ず
し
も

一
致
し
な
い
。

1
1
)
緩
漫
運
動
と
現
代
舞
踊

。

蓮

動

量

・
運
動
空
間

の
大
小

に
抱
わ
ら

な
い
極
端

な
遅
速
度
を
用

い
る
技
法
は
、

お
そ
ら
く
高
速
度
撮
影
映
画
の
発
見
以
後
の

こ
と
で
あ

ろ
う
。
バ

レ
ー
の
ア
ラ
ペ

ス
ク

・
バ
ソ
ン

ェ
の
よ
う
に

片
足

で
立
ち
、

そ
れ
か
ら
全
身

を
倒
立
さ
せ
て
片
手

を
床

に
ふ
れ

る
ま

で
の
動
作
を
遅
く
行
う
の
は
、

は
な
は

だ
困
難
で
、
現
代
舞
踊
が
初
め
て
開
発
し
普
及

さ
せ
た
技
法
だ
と
思
わ
れ
る
。

12)

「現
代
舞
踊
」
と
歌
舞
伎
舞
踊

と
の
接
近
。

十

九
世
紀
初
頭
か
ら
の
後
期
・
歌
舞
伎
舞

踊
と
現
代
舞

踊
と
の

8



類
似

は
、
洗
練
度

に
お
い
て
両
者
が
同

一
、
難
技
度

に
お
い
て
両
者
が
接
近
す
る
と

い
う
二
種

の
共
通
点

に
も

見
ら
れ
る
。

に
れ
は
、
両
者
以
外
の
劇
場
芸
術

に
於

て
演
者
と
観
客
層
と
の
交
流
が
少

い
の

に
比

ぺ
て
、

よ
つ

親
密

な
交
渉
が
両
者

に
は
存
在
す

る
か
ら

で
あ

ろ
う
。
す

な
わ
ち
現
代
舞
踊

(と
く

に
モ
ダ

ソ
ダ

ソ
ス
)
は
教

育
課
程

に
取
入

れ
ら
れ
、
合
衆
国

で
の
現
代
舞
踊

の
発
達

・
隆
盛

は
、
大
学
ま

で
の
学
生
が
そ

の
舞
踊
の
基
本

を
習
得
す

る
こ
と
に
大
き

な
関
係
が
あ

ろ
う
。
過
去

の
邦
舞
も
、

お
び
た
だ

し
い
数
の
非
=
専

門
家
が
習
得
し
、

民
衆

の

「
家
庭
舞
踊

」
と
も

な
っ
て
演
じ
ら

れ
た
。

こ
の
よ
う
に
応
汎

な

一
般
観
客

の
高

い
舞
踊
理
解
が
あ
れ

ば
こ
そ
、
過
去

の
歌
舞
伎
舞
踊

と
現
代
舞
踊
と

が
、
高
度

の
発
達
を
示
し
た
と
思

わ
れ
る
。

13)

ロ
マ
ン
的
様
式
。
浪
漫
的
様
式
。

こ
れ
は
美
学

・
芸

術
史

・
文
化
様
式
史

に
お
け

る
「
古
典
的

」
の
対
立

概
念
で
あ

る
。

そ
の
特
徴

お
よ
び
意
味

は
、
(1)
北

欧
民
族

や
中
世

の
時
代

に
固
有

の
様
式
、
(
2
)無
限
性

の
追
求

に
よ
つ
て
生

れ
る

.
形
式

に
対
す

る
内
容

の
優
位
、

ま
た
は
形
式

の
た
め
の
形
式

の
追
究
、
(
3
)当
代

の
新
芸
術

た
る
こ
と
を
志
す
意
図
、

お
よ
び
現
代

感
賞

の
強
調

ま
た
は
誇

示
と
規
定

で
き

る
。
1

し
た
が

っ
て
イ

ン
ド

舞
踊
は
、
形
式

に
対
す

る
内
容

の
優
越

(右

の
(2)

)
の
点

で
、歌
舞
伎
舞
踊

は
、
全
体

の
表
現
内
容

と
構
成
形
式

と
の
統

一
よ
り

は
部
分
部
分

の
表
現
形
式

に
重
点

を
お
く
形
式
主
義
(
右
の
(
2
)
)
、
お
よ
び
同
時
代

の
社
会
で

の
新

感
覚

を
追
究
す

る
(
右
の
(
3
)
)
点で
、

と
も

に

ロ
マ
ソ
的
傾
向
が
あ

る
と
云
え
よ
う
。

1
4
)
邦
舞
の
転
回
点
。
明
治

二
十

七
年

(
一
八

九
四
)

の

「
鈴
音
真
似
操

」
が
、

ほ
ぼ
最
後

の
現
代
を
題

材
に

し
た
歌
舞
伎
舞
踊
。
絵
画
資
料

に
ょ
れ
ば
、
本
来

は
膝
屈

曲
上
方
あ
げ
や
大
開
脚

・
外
わ
足

を
使

っ
て
活
発

な

動
作

を
行

つ
た

「
道
成
寺

」
の
白
拍
子
、

「
晒

女

」
の
お
兼
、
女
紳

・
女
帝

・
女
官
、

「
手
習
子

」
や

「子
母
、

海
女

や
賎

の
女
、
芸
者

の
テ

コ
舞

そ
の
他

の
立
位

お
よ
び

運
動
姿
勢
が
、
明
治
二
〇
年
代

か
ら
所
謂

「
女
ら

し

い
」
内
向
性

を
誇
張
す

る
も

の
に
変
り
は
じ
め
、
明
治

三
〇
年
以
降

に
、

ほ
ぼ
現
行

の
形

に
定
ま

っ
た
と
推
測

さ
れ
る
(
文
献
(
5
)
参
照
)
。
以
上

は
女
役

の
体
位

の
萎
縮

の
例

だ
が
、
大

正
時
代

に
は
、
清
元

「
隅

田
川

」
に

お
け
る
使
用
技
法

の
減
少
、

「
保
名

」
の
上
演
時
間

の
拡

大
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
外
形

よ
り

は
内
面

の
心

を

重
視
す

る
内
向
性

に
よ
る
新
解

釈
が
、

古
典
曲

の
現
代

化
や
新
曲

に
よ
る
創
作

の
際

の
基
本
的

な
方
向

と
な
り
、

現
在

に
到
っ
た
。

1
5
)
当
面
の
急
務
。
本
論

の
技
法
分
折

は
、
き

わ
め
て
巨
視
的

な
大
観

に
留
ま

っ
た
が
故

に
、
邦
舞
古
典

の
技

法
体
系

の
原
型
復

旧
の
ほ
か
に
、

各
種

の
舞

踊
体

系
の
技
法
細
部

に

つ
い
て
の
微
視
的

な
調
査
が
将
来

の
課
題

と
し
て
期
待
さ

れ
る
。

マ
ク

ロ
の
見
通
し
が
先

に
あ

っ
て

こ
そ
ミ
ク

ロ
の
精
密

な
細
目

に
意
味
が
与
え
ら
れ
、

ミ
ク
ロ
資
料

の
基
礎

に
立

っ
て
の
み

マ
ク

ロ
の
抽
象
的
総

括
と
概

観
が
生

か
さ
れ
る
か
ら

で
あ

る
。
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